
ユネスコスクール年次活動報告 

 ～末広小学校のアイヌ文化学習・生活科・総合的な学習・特別活動における実践 

千歳市立末広小学校  

校長 髙橋 真   

１．本校のESD活動の趣旨 

千歳市は、北海道が蝦夷地と呼ばれた頃より東西を結ぶ要所であり、千歳川周辺には鮭や鹿など豊富な資

源に恵まれたことから多くアイヌ民族が集落を構え、現在でも市内に多くの方がお住まいである。 

本校では平成５年にアイヌ文化を学ぶ実践が初めて行われ、平成８年には地域文化資料室としてアイヌ住

居「チセ」の模型を設置、生活科・総合的な学習のカリキュラムに位置づけた「アイヌ文化学習」が本格的

に始まった。平成２３年～２５年には「北海道ふるさと教育推進事業」の指定を受け、平成２９年～３０年

にも「北海道ふるさと教育・観光教育等推進事業」の指定を受けた。 

アイヌ民族の伝統には、命の大切さ、自然との共生、郷土の歴史学習への興味関心、環境、食、人権など

幅広い教育的価値が内在し、本校のアイヌ文化学習は、「自然や命を大切にする心・生き方」の学びとして、

持続可能な社会の創造や異なる価値観を持つ人間同士の相互尊重・共生をその目標に掲げている。 

アイヌ文化学習の他にも、主に生活科や総合的な学習の時間で、地域の方の協力を得ての交流・福祉学習、

市内施設等の福祉に関する調べ学習、異年齢児童の相互理解や協力の場、国際理解教育などを通し、「人と

のかかわりを深めながらの、身近な自然・社会・文化の学び」に充実に努めている。 

また特別活動として、児童会などが中心となり、エコ活動やユネスコスクールとしての意識を高めるため

の活動にも取り組んでいる。 

 

２．全体計画・活動の概要 

学

年 

ア イ ヌ 文 化 学 習 
１年；８時間、２年；９時間、３年；２２時間、４年；22時間、 

５年；2０時間、６年；28時間＝計 10９時間 

生活科 

総合的な 

学習の時間 

特別

活動

など ねらい 時数・内容 領域 

１

年 

アイヌ民族は現代社会の中で一

緒に暮らしている事を知り、伝統

的な歌や踊り、昔のアイヌ民族の

子どもの遊びを通して、その楽し

さを感じ取る。 

・チセ探検 

・歌、踊り「ウポポ、ホリッパ」、 

音楽：ムックリ、トンコリの音 

色、草で作る笛 

・アイヌ民話絵本の読み聞かせ 

 【１年生】 
・幼児学級で
就学前児と
遊ぶ 

 
 
 
 
【２年生】 
・１年生を招
待しての遊び 
 
 
 
 
 
 
【３年生】 
・ｻｹと千歳川 
・手話体験 
 
 
 
 
 
 
【４年生】 
・千歳の水 
・聴覚障がい体 
 験 
 
 

 
・ユネス 
コスク 
ール活 
動につ 
いて 

(啓発資料
の発行) 

 
・全校ホ 
リッパ 
(運動会) 

 
・末広小 
いじめ 
シンポ 
ジウム 

２

年 

自然物を使って、昔のアイヌ民族

の子どもの遊び道具を自ら作っ

て遊んだり、伝統的なアイヌ民族

の歌や踊りをさらに知ったり、表

現することの喜びを持つ。 

・アイヌ民族の子どもの遊び 

・歌、踊り「ウポポ、ホリッパ」 

・チセで聴く民話の語り 

・弓矢、輪刺し他 

・遊び道具（ポンアイ=子ども用の矢）作り 

３

年 

アイヌ民族の伝統的なサケ漁や

調理の方法を体験し、千歳や周辺

のアイヌ語地名に触れる活動を

通して、伝統的なアイヌ民族の暮

らしの豊かさや智恵を感じ取る。 

・「マレク」によるサケ漁と解体 

（「サケのふるさと千歳水族館」にて） 

・サケ料理「チェプオハウ」 

・地域のアイヌ語地名 

４

年 

昔のアイヌ民族が食物として利

用していた植物の栽培・調理の体

験を通して、伝統的なアイヌ民族

の暮らしの豊かさや智恵、ともに

働く喜びを感じ取る。 

・イナキビ、ツチマメ（アハ）の 

栽培・観察、 

・イナキビシト（団子）作り 

・アハ試食  ・働く時の唄 

・チセで聴く食料採集と保存の知恵 

口承文芸 

遊び 

自然 
 

環境 
 

命 

 

食 

 

栽培 



５

年 

地域の自然を素材とした伝統的

な生活用具等を作る技術を体験

したり、祈りを大切にしている様

子に接したり、現代につながるア

イヌ民族の豊かな精神を理解す

る。 

・シナノキ樹皮はがし→ニペシ

（内皮繊維）取り出し→紐作り 

・アイヌ文様の飾りづくり 

・チセで祈りの場を見学 

・鹿呼び笛づくり 

【５年生】 
・稲作体験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【６年生】 
・車椅子体験 

６

年 

ムックリ・刺しゅう制作からアイ

ヌ文化の豊かさや差別された時

代を含む歴史を学び、国際的な先

住民族の様子を知り、共生の社会

を創ることの大切さを感じ取る。 

・ムックリ作りと演奏、 

・アイヌ民族の歴史と人権 

（差別から共生へ） 

・アイヌ文様の刺しゅう 

<財団の副読本を社会科でも活用する> 

 

３．活動計画 

暮らし 

文化 

歴史 
人権 

口承文芸 

令和７(2025)年度 末広小学校 アイヌ文化学習 全体計画 

学 校 教 育 目 標 
○進んでやりぬく子     ○えがおで元気な子 
○広い心でやさしい子   ○６年間を自ら学ぶ子 

 

令和７年度 重点目標 
70th Suehiro Spirit の育成 

「わたしっていいな！ きみってすごい！」 

 

アイヌ文化学習の目標 【 命・人権・自然の大切さを学ぶ 】 

●人権教育：  様々な民族・文化・個性を尊重し合う「共生」の社会を創って行くこと

の大切さを学ぶ。 

●環境教育：  自然あってこその生物・人間であることを実感し、自然を守り共生し、

持続可能な社会を創って行くことの大切さを学ぶ。 

●国際協調教育：世界の先住民族の文化や生き方に視野を広げ、協調して平和な世界を

希求することの大切さを学ぶ。（ユネスコ・スクール 加盟 2011 年） 

 

学年 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 

ね
ら
い 

アイヌ民族は現

代社会の中で一

緒に暮らしてい

る事を知り、伝

統的な歌や踊

り、昔のアイヌ

民族の子どもの

遊びを通して、

その楽しさを感

じ取る。 

自然物を使っ

て、昔のアイヌ

民族の子どもの

遊び道具を自ら

作って遊んだ

り、伝統的なア

イヌ民族の歌や

踊りをさらに知

り、表現するこ

との喜びを持

つ。 

アイヌ民族の伝

統的なサケ漁や

調理の方法を体

験し、千歳や周

辺のアイヌ語地

名に触れる活動

を通して、伝統

的なアイヌ民族

の暮らしの豊か

さや智恵を感じ

取る。 

昔のアイヌ民族

が食物として利

用していた植物

の栽培・調理の

体験を通して、

伝統的なアイヌ

民族の暮らしの

豊かさや智恵、

ともに働く喜び

を感じ取る。 

地域の自然を素

材とした伝統的

な生活用具等を

作る技術を体験

したり、祈りを

大切にしている

様子に接し、現

代につながるア

イヌ民族の豊か

な精神を理解す

る。 

ムックリ・刺し

ゅう制作からア

イヌ文化の豊か

さや差別された

時代を含む歴史

を学び、国際的

な先住民族の様

子を知り、共生

の社会を創るこ

との大切さを感

じ取る。 

領
域 

口承文芸、音楽、

舞踏、民具、楽器 

 

口承文芸、 

音楽、舞踏、 

民具、 

狩猟（小弓矢） 

サケ文化、 

サケ素材による

衣食、 

地名に残る伝統 

食文化、 

栽培、調理技術、 

保存技術 

作業唄 

衣・住文化、 

民具、狩猟の文

化 

精神文化（祈り） 

芸術文化、 

歴史・人権（差

別・共生）、 

国際協調 

内
容
・
キ
ー
ワ
ー
ド 

チセ探検、 

歌・踊り「ウポ

ポ、ホリッ

パ」、 

音楽：ムック

リ・トンコリの

音色、草で作る

笛 

 

アイヌ民話絵本

の読み聞かせ 

アイヌ民族の子

どもの遊び、

歌・踊り「ウポ

ポ、ホリッ

パ」、 

チセで聴く民話

の語り、 

弓矢・輪刺し

他、 

遊び道具（ポン

アイ=子ども用

の矢）作り 

「マレク」によ

るサケ漁と解体

（「サケのふる

さと千歳水族

館」にて）、 

サケ料理「チェ

プオハウ」 

 

地域のアイヌ語

地名 

イナキビ、ツチ

マメ（アハ）の

栽培・観察、 

イナキビシト

（団子）作り、 

アハ試食、 

働く時の唄、 

チセで聴く食料

採集と保存の知

恵 

シナノキ樹皮は

がし→ニペシ

（内皮繊維）取

り出し→紐作

り、 

アイヌ文様の飾

りづくり、 

チセでカムイノ

ミの意味 

イパプケニ（鹿

呼び笛）づくり 

ムックリ作りと

演奏、 

アイヌ民族の歴

史と人権（差別

から共生へ）、 

アイヌ文様の刺

しゅう 

<財団の副読本

を社会科でも活

用する> 

連
携 

講師：アイヌ民

族文化財団アド

バイザー、千歳

アイヌ協会・文

化伝承保存会 

＜全学年＞ 

研究機関：アイ

ヌ民族文化財

団、北海道大学、

北海道教育大学 

 

＜全学年＞ 

「サケのふるさ

と千歳水族館」

との連携 

社会見学：「千歳

さけます事業

所」 

社会見学：「北海

道博物館・北海

道開拓の村」 

（札幌市） 

<アイヌ民族文化

財団の副読本> 

千歳市森林組合

より木材の提供

を受ける 

 

<アイヌ民族文化

財団の副読本> 

修学旅行：「民族

共生象徴空間ウ

ポポイ、国立ア

イヌ民族博物

館」（白老町） 



４．活動事例 

 

活動毎に写真や説明をまとめ校内に掲示している。子どもたちにとって６年間の活動の見通しが持て 

るだけでなく、来校者にとっても本校の特色ある教育活動に触れていただく機会にもつながっている。 

 

５．活動の成果・課題 

【 成 果 】 

・体験をもとにした学習内容を充実させることで、実感のある学びとなった。 

・地域の人材、環境の幅広い活用を通して、ふるさとのことについてよく知り親しみを持つとともに、発達

段階に応じて、多様な歴史や文化など人権教育の側面も持ちながら学習を進めることができた。 

・地域とのつながりを強めたり、保護者の理解が高まったり、開かれた学校づくりの推進が図られた。 

・６年間の学習を継続することができた。 
 
【 課 題 】 

・地域人材の高齢化等が進んでいることから、新たな協力者などの発掘や自校で賄える指導のあり方など、

改善をしていく必要がある。 

アイヌ文化学習 2025写真レポート  ６月１２日（木） 

１年生 「トンコリと、絵本」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お誕生日が近いお友だちが代表し

てアイヌ民族の昔からの着物を着せ

ていただきました。そして！中原さ

んからトンコリをお借りして弾いて

みましたよ！ 

高坂さんがご自分で作って読んでくださった絵本は、千歳

の小田イトさんが語っておられた『カンナカムイとむすめ』。 

もう１冊、『アイヌのイオンノッカ』は、「ホホルール ホホ

ホー♬」という繰り返しのメロディーが優しい気持ちにな

る、千歳のアイヌ民族に伝わる子守歌です。 

樺太（サハリン）のアイヌ民族の楽器「トンコリ」。弦はトナカイの腱を紡いで作ります。現在でも樺

太ではトナカイの牧畜がさかんです。トンコリは北方の生活から生まれた楽器。それがヤウンモシリ

（北海道の島）に伝わって来ました。５弦のとてもやさしい音色のする弦楽器です。 

2025/06/12 2025/06/12 

2025/06/12 

「鮭は人間だけのものではない！」と狐が強く抗

議する「きつねのチャランケ（談判）」。千歳川上流

のウサクマイにあったコタン（村）のおじいさんが

語ったというカムイユカラ 

です。 

 野本敏江さんがアイヌ語 

で、墨谷真澄さんがそれを 

日本語で語ってくださるの 

を、2 年生は「チセ」の床 

に座って聴き入りました。 

アイヌ文化学習 2025写真レポート  ５月 27 日（火）  

２年生 「チセで聴くカムイユカラ ～アイヌ民話の語り～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「カニの神様たち」 

支笏湖の南にそびえる樽前山のてっ

ぺんから立ち上る蒸気は、英雄ポイヤ

ウンベが大岩で閉じ込めた魔物パウチ

の「息」だということです・・・。 

２年生はこの冒険物語に引き込ま

れ、「パウチはまだ生きているという

ことなのっ？！」との質問が飛び出し

ました。 

アイヌ文化学習 2025 写真レポート  9 月 2４日（水） 

３年生 1 組 「アイヌ伝統漁法『マレク』・サケ皮はぎ体験 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025-09-24 

アイヌ民族は、サケを「カムイ 

チェプ」、「カムイが川を上らせてく

ださる魚」と考えています。 

もう一つの呼び方が「シイペ」。

真の（本当の）食べ物、という意

味です。チェプオハウにしたり、焼

いたり凍らせたりして、大切に頂

きます。 

さらに、昔は皮を衣服・靴の材

料として使わせてもらっていた地

方もあります。みんなで引っぱっ

ても、この通りの丈夫さです。 

 朝一番に中村さんが川べりで静

かにオンカミを行い、水から上げ

たサケは、イサパキクニを使って

叩くことでイナウを持たせ、カム

イモシリに「送り」ました。 

マレク 

2025-09-24 

アイヌ文化学習 2025 写真レポート  11 月 26,27,28 日 

４年生 「イナキビのシト、アハの試食と作業歌 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 
アハ（つちまめ）は、塩茹でにして試食しました。今年は豊作で、ひとり

スプーン１杯、大事にいただきました。とってもおいしい豆です！ 

エッサホー、ホイヤオー♬ 

エッサホー、ホイヤオー♬ 

シプシケプ(いなきび)の 

シト(おだんご) 

ケラアン フミー！ 

（とってもおいしい！） 

春から育て収穫したイナキビの実を、ニス(う

す)とイウタニ(きね)を使って粉にします。 

みんなで歌いながら・・・。 

アイヌ文化学習 2025写真レポート  11 月 18,19,20 日 

５年生「 鹿呼び笛づくり と 『イオマンテ』 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な樹種を見事に利用して

きたアイヌ民族は、「木彫り」も

発達させました。生活用具に美

しい文様を彫る文化を「鹿呼び

笛：イパプケニ」で体験。上野

亜由美さんが文様の意味をあら

ためて教えて下さいました。 

「イ パプケ ニ」は、「それ

(この場合はシカ)と鳴き比べ

をする木」という意味です。

アイヌ民族の狩人はこの笛を

胸に下げてシカ猟へ行って、

繁殖期になわばりをもつ牡鹿

の性質をうまく利用しておび

き寄せ、狩りました。 

 

「イオマンテ」と呼ばれるヒ

グマの魂をカムイモシリに

「送る」儀礼が昔ありまし

た。残念なことに今はもうで

きる環境にありません。しか

し「魂を送る」という考え方

は、今もとても大切にされて

いることを学びました。 

2025-11-18 2025-11-19 2025-11-20 

2025-11-19 2025-11-20 

アイヌ文化学習 2025 写真レポート  12 月 ３日（水） 

６年生 「アイヌ文様刺しゅう② アイウシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オホは、縫い目の大きさがそろうと、きれいでしょ

う？ 

キラウ（つの）はイカラリで縫います。現代では

「コーチング・ステッチ」と呼ばれますよ。 

＜野本敏江さん＞ 

刺しゅう２日目は、自分のペースで刺しゅうを

進めます。野本さん・中原さん・西村さん・原田

さんに何度も教えてもらいながら、友だち同士で

も伝え合って進めました。 

敏江さんが、伝統の着物やマタンプシを見せて

下さいました。どれも細かくてそろった刺しゅう

が施され、その素晴らしさに圧倒されました。 


